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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】令和3年4月15日(2021.4.15)

【公開番号】特開2020-30911(P2020-30911A)
【公開日】令和2年2月27日(2020.2.27)
【年通号数】公開・登録公報2020-008
【出願番号】特願2018-154579(P2018-154579)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｈ  50/54     (2006.01)
   Ｈ０１Ｈ  50/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｈ   50/54     　　　Ｂ
   Ｈ０１Ｈ   50/02     　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】令和3年3月3日(2021.3.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　第１中間部２２は、第１接点支持部２１と第１外部接続部２４との間に位置する。第１
中間部２２は、第１接点支持部２１から、可動接触片７の移動方向に平行な方向、すなわ
ち上下方向に延びている。詳細には、第１中間部２２は、第１接点支持部２１から上方に
延びている。第１外部接続部２４は、第１中間部２２から左方に延びている。第１外部接
続部２４は、ケース２の外側に突出している。 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４８】
　本実施形態に係るリレー１ａは、上記のように内側へ向かって引き伸ばされたアークを
消弧するための壁部６０を備えている。壁部６０は、左右方向において第１固定接点１１
及び第２固定接点１２の内側に配置されている。壁部６０は、第１壁部６１と第２壁部６
２とを含む。第１壁部６１は、左右方向において第１接点位置Ｐ１と駆動軸１５との間に
配置されている。第１壁部６１は、前後方向に延びている。第２壁部６２は、左右方向に
おいて第２接点位置Ｐ２と駆動軸１５との間に配置されている。第２壁部６２は、前後方
向に延びている。 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５１】
　第２壁部６２は、第２固定接点１２と対向している。第２壁部６２は、可動接触片７の
移動方向において第２固定接点１２を可動接触片７側に越えた位置に配置されている。す
なわち、第２壁部６２の上端６２０は、第２固定接点１２よりも上方に配置されている。
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第２壁部６２は、第２固定接点１２よりも下方の位置から第２固定接点１２よりも上方の
位置まで配置されている。 
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５２】
　図５に示すように、閉状態で、第１壁部６１は、第１固定接点１１及び第１可動接点１
３と対向している。閉状態で、第１壁部６１の上端６１０は、第１可動接点１３の下端よ
りも上方に位置する。図６は、図５におけるVI－VI断面図である。図６に示すように、閉
状態で、可動接触片７の長手方向から見て、第１壁部６１は第１可動接点１３及び第１固
定接点１１と重なる。 
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７６】
　第５実施形態に係るリレー１ｅでは、少なくとも閉状態で、第１壁部６１が第１凹部８
３内に配置され、第２壁部６２が第２凹部８４内に配置される。それにより、第１壁部６
１及び第２壁部６２と可動接触片７と干渉を回避することができる。なお、閉状態のみな
らず開状態でも、第１壁部６１が第１凹部８３内に配置され、第２壁部６２が第２凹部８
４内に配置されてもよい。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８７】
４　　駆動装置
７　　可動接触片
８　　接触片保持部
１１　第１固定接点
１２　第２固定接点
１３　第１可動接点
１４　第２可動接点
６０　壁部
７１　第１接点支持部
７３　中間部
７４　第１曲げ部
８１　第１孔


	header
	written-amendment

